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第１章 本支店会計 
第１節 本支店会計 

１．意 義 
 会社は規模の拡大に伴い，本店の他に支店を開設することがある。この場合，「支店の取引」につい

てどのように記帳し，会社の業績をどのように表現したらいいかが問題となる。このような問題を解

決するための特別な会計手続の領域を本支店会計という。 

  〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

２．種 類 
 本支店会計は，支店を独立した会計単位として扱うかどうかにより，本店集中会計制度と支店独立

会計制度に分けられ，支店を独立した会計単位として扱う場合でも支店間取引の記帳方法として本店

集中計算制度と支店分散計算制度がある。 

  〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

① 本店集中会計制度… 支店のすべての取引を本店に報告し，本店の帳簿に支店の取引をも記録する

「支店の取引」の記帳方法である。 

② 支店独立会計制度… 支店の期中取引を支店独自の帳簿に記録するとともに,支店独自で決算をも

行う「支店の取引」の記帳方法である。 

 

・ 「独立した会計単位」とは，一会計期間における経営活動の成果を貨幣額でもって集計する単位で

ある。本店集中会計制度においては，会社全体が会計単位となり，支店独立会計制度においては，

本店，支店それぞれが独立した会計単位となる。 
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  〈理解図〉 

 

  （コメント） 

 本店集中会計制度であれば，支店の取引はすべて本店の帳簿に記入されるため本支店会計の特別

な会計手続は問題とならないが，支店独立会計制度では，支店の取引が支店の帳簿に記帳されるた

め，本支店間取引の手続，支店相互間取引の手続，本店と支店の業績を会社全体の業績にまとめる

手続（本支店会計の特別な会計手続）が問題となる。以下，このような問題がある支店独立会計制

度を前提とする本支店会計について取り扱う。 

 

３．簿記一巡の手続 
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第２節 本支店間取引 
１．支店勘定と本店勘定の設定 

 本支店間取引を会社内部における貸借関係とみるため，本店では支店への投資額を示す「支店勘定」

を総勘定元帳に設定し，支店では本店からの出資額を示す「本店勘定」を総勘定元帳に設定する。な

お，この２つの勘定は貸借反対に記入され，その残高は貸借反対に生じかつ金額は一致することから

本支店間取引の正確性の検証に役立ち，またその機能から相互対照勘定とか照合勘定と呼ばれている。 

本店集中会計制度

会社の帳簿が唯一１つ。

本店の取引

支店の取引

本店にある
会社全体
の帳簿

支店独立会計制度

会社の帳簿は複数ある。

本店の取引

支店の取引

本店
の
帳簿

支店
の
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  〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本支店間取引の分類 
 

① 支店独立会計制度実施時における本店の財産の一部を本店の帳簿から分離し支店へ引

継ぐ取引 

② 金銭の送付取引 

③ 商品の振替取引 

④ 他店債権債務の決済取引 

⑤ 他店費用の立替払取引 

⑥ 他店収益の代理受取引 

⑦ 他店得意先への直送取引 

⑧ 他店仕入先への直接返品取引 

⑨ 支店純損益の振替取引 

 

 ① 支店独立会計制度実施時における本店の財産の一部を本店の帳簿から分離し支店へ引継ぐ取引 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)諸 負 債 ×× (貸)諸 資 産 ××

  （注）        （注） 

支   店 ×× 

(借)諸 資 産 ×× (貸)諸 負 債 ×× 

      （注）        （注） 

本   店 ×× 

 （注）実際には，具体的な勘定科目を記帳することになる。 

 ② 金銭の送付取引 

  ｉ）本店から支店へ送金するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)現 金 預 金      ×× (借)現 金 預 金      ×× (貸)本   店 ×× 

  ⅱ）支店から本店へ送金するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)現 金 預 金      ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)現 金 預 金      ×× 

支 店 へ の

純 投 資 額

支 店 

本 店 側

本店からの 

純 出 資 額 

本 店 

支 店 側 

《対 応》

〈一 覧 表〉
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 ③ 商品の振替取引 

 ⅰ）振替価格の決定方法 

 ○ａ 原 価 法 … 仕入原価をもって振替価格とする方法である。 

 ○ｂ 計算価格法 … 原価に一定の利益を加算した価格（通常は市価よりも低い）をもって振替価

格とする方法である。 

 ○ｃ 市場価格法 … 市場価格をもって振替価格とする方法である。 

  ⅱ）商品振替の記帳方法 

 

 ○ａ 商品の払出側は仕入勘定の貸方に，商品の受入側は仕入勘定の借方に記入する方法 

 ○ｂ 外部との商品売買取引と明確に区別できる勘定を新たに設けて記帳する方法 

 ○ｃ 外部との商品売買取引で使用する勘定を用いて記帳する方法 

 

 ○ａ 商品の払出側は仕入勘定の貸方に，商品の受入側は仕入勘定の借方に記入する方法（原価法と

なじみ易い。） 

  イ）本店から支店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)仕   入 ×× (借)仕   入 ×× (貸)本   店 ×× 

  ロ）支店から本店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)仕   入 ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)仕   入 ×× 

 ○ｂ 外部との商品売買取引と明確に区別できる勘定を新たに設けて記帳する方法 

  イ）本店から支店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)支 店 売 上      ×× (借)本 店 仕 入      ×× (貸)本   店 ×× 

  ロ）支店から本店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支 店 仕 入      ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)本 店 売 上      ×× 

○ｃ 外部との商品売買取引で使用する勘定を用いて記帳する方法 

  イ）本店から支店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)売   上 ×× (借)仕  入 ×× (貸)本  店 ×× 

  ロ）支店から本店へ商品を振替えるケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)仕   入 ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)売   上 ×× 

〈一 覧 表〉
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 ④ 他店債権債務の決済取引 

 ⅰ）本店が支店の売掛金を小切手で回収するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)現 金 預 金      ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)売 掛 金 ×× 

 ⅱ）支店が本店の売掛金を小切手で回収するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸) 売 掛 金 ×× (借)現   金 ×× (貸)本   店 ×× 

 ⅲ）本店が支店の買掛金を小切手で支払うケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸) 現 金 預 金      ×× (借)買 掛 金 ×× (貸)本   店 ×× 

 ⅳ）支店が本店の買掛金を小切手で支払うケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)買 掛 金 ×× (貸) 支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)現 金 預 金      ×× 

 ⅴ）本店が支店指図・本店得意先宛の為替手形（自己指図為替手形）を振出して，支店が本店の売掛

金を手形で回収するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸) 売 掛 金 ×× (借)受 取 手 形      ×× (貸)本   店 ×× 

 

  〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⅵ）本店が本店仕入先指図・支店宛の為替手形（自己宛為替手形）を振出して，支店が本店の買掛金

を手形で支払うケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)買 掛 金 ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)支 払 手 形      ×× 
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  〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 他店費用の立替払取引 

 ⅰ）本店が支店の旅費を現金で立替払するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)現 金 預 金      ×× (借)旅   費 ×× (貸)本   店 ×× 

 ⅱ）支店が本店の広告宣伝費を現金で立替払するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)広告宣伝費 ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)現 金 預 金      ×× 

 ⑥ 他店収益の代理受取引 

 ⅰ）本店が支店の手数料収入を現金で受取るケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)現 金 預 金      ×× (貸)支   店 ×× (借)本   店 ×× (貸)受取手数料 ×× 

 ⅱ）支店が本店の家賃収入を現金で受取るケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)受 取 家 賃      ×× (借)現 金 預 金      ×× (貸)本   店 ×× 

 ⑦ 他店得意先への直送取引 

 ⅰ）本店が支店の得意先へ商品を直送するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)支店売上(注)××
(借)本店仕入(注)×× (貸)本   店 ×× 

(借)売 掛 金 ×× (貸)売   上 ×× 

 ⅱ）支店が本店の得意先へ商品を直送するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支店仕入(注)×× (貸)支   店 ××

(借)売 掛 金 ×× (貸)売   上 ××
(借)本   店 ×× (貸)本店売上(注)×× 

本 店

振 出 人

支 店

支 払 人

支 店 勘 定 の 減 少

手形の呈示・引受

本 店 勘 定 の 減 少

受 取 人 

本店の仕入先

為
替
手
形
の
振
出 

買
掛
金
の
減
少 

加 
 

増 
 
 

の 
 
 
 

務 
 
 
 
 

債 
 
 
 
 
 

形 

手
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  （注）商品受払の記帳方法は前記③ ⅱ）○ｂの方法によっている。 

 ⑧ 他店仕入先への直接返品取引 

 ⅰ）本店が支店の仕入先へ商品を直接返品するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)支店仕入(注)××
(借)本店売上(注)×× (貸)本   店 ×× 

(借)買 掛 金 ×× (貸)仕   入 ×× 

 ⅱ）支店が本店の仕入先へ商品を直接返品するケース 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支店売上(注)×× (貸)支   店 ××

(借)買 掛 金 ×× (貸)仕   入 ××
(借)本   店 ×× (貸)本店仕入(注)×× 

  （注）商品受払の記帳方法は前記③ ⅱ）○ｂの方法によっている。 

 ⑨ 支店純損益の振替取引 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借)支   店 ×× (貸)損   益 ×× (借)損   益 ×× (貸)本   店 ×× 

 

  ⅰ）意 義… 支店純損益の振替取引とは，本店において全社的な当期純利益を計算するために，支

店において確定した支店の当期純利益を本店へ集計する決算取引である。 

   〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⅱ）支店純損益の振替方法 

本店の 

当 期 純 利 益

支店の 

当 期 純 利 益
当 期 純 利 益 ＋

本 店 支 店

全社的な当期純利益 
支店純損益の振替取引 

◯ａ　本店の損益勘定へ振替える方法

イ）本店の損益勘定へ直接振替える方法（直接振

替法）

ロ）本店に支店損益勘定を設定し、そこへ一旦各

支店の純損益を集計してから本店の損益勘定

へ振替える方法（間接振替法）

◯ｂ　本店に損益勘定の他に総合損益勘定を設定し、そこへ振替える方法

〈一 覧 表〉
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 ○ａ－イ）本店の損益勘定へ直接振替える方法 

（本店側の仕訳）  （支店側の仕訳） 

(借)支  店 ×× (貸)損  益 ××  (借)損  益 ×× (貸)本  店 ×× 

 ○ａ－ロ） 本店に支店損益勘定を設定し、そこへ一旦各支店の純損益を集計してから本店の損益勘定

へ振替える方法 

 この方法は、支店が多数あるときに用いられるのが一般的であるため、設例もそれに合わ

せて行うと以下の通りである。 

（本店側の仕訳） （各支店側の仕訳）

(借)Ａ 支 店    ××　(貸)支店損益×× (借)損　　益××　(貸)本　　店×× ←Ａ支店

(借)Ｂ 支 店    ××　(貸)支店損益×× (借)損　　益××　(貸)本　　店×× ←Ｂ支店

(借)Ｃ 支 店    ××　(貸)支店損益×× (借)損　　益××　(貸)本　　店×× ←Ｃ支店

(借)支店損益××　(貸)損　　益×× －
 

 ○ｂ 本店に損益勘定の他に総合損益勘定を設定し、そこへ振替える方法 

（本店側の仕訳） （支店側の仕訳） 

(借) 支    店×× (貸) 総 合 損 益     ×× (借) 損    益×× (貸) 本    店×× 

 

 （コメント） 

  ・ 上記の仕訳は全て支店において当期純利益が計上されていることを前提としている。もし，支店に

おいて当期純損失が計上されているならば，上記の仕訳の反対仕訳となる。 

  ・ なお，勘定の流れについては「第５節４支店純損益の振替仕訳」Ｐ29を参照。 
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 次の資料にもとづいて本支店間取引の仕訳をしなさい。 

① 支店独立会計制度を採用することになり，本店は下記の勘定を本店の帳簿から分離し支店として独立

させた。 

 現金預金110，売掛金120，繰越商品130，備 品140，建 物150，買掛金160， 

 貸倒引当金10，減価償却累計額100  

② 金銭の送付取引 

ⅰ）本店は支店へ現金20を送付した。 

ⅱ）支店は本店へ現金25を送付した。 

③ 商品の振替取引 

ⅰ）外部仕入原価をもって振替価格とし，商品振替取引を仕入勘定のみで処理する方法の場合 

 ○ａ 本店は支店へ商品30を振替えた。 

 ○ｂ 支店は本店へ商品35を振替えた。 

ⅱ）外部仕入原価に一定の利益（本店から支店への場合は外部仕入原価の１割，支店から本店への場合

は外部仕入原価の２割）を加算した価格をもって振替価格とし，外部との商品売買取引と明確に区別

できる勘定を新たに設けて処理する方法の場合 

 ○ａ 本店は支店へ商品30（外部仕入原価）を振替えた。 

 ○ｂ 支店は本店へ商品30（外部仕入原価）を振替えた。 

④ 他店債権債務の決済取引 

ⅰ）売掛金の回収取引 

 ○ａ 本店が支店の売掛金40を小切手で回収した。 

 ○ｂ 本店が支店指図・本店得意先宛の為替手形を振出して，支店で本店の売掛金41を回収した。 

ⅱ）買掛金の決済取引 

 ○ａ 本店が支店の買掛金42を小切手で支払った。 

 ○ｂ 本店が本店仕入先指図・支店宛の為替手形を振出して，支店で本店の買掛金43を支払った。 

⑤ 他店費用の立替払取引 

ⅰ）本店が支店の旅費50を現金で立替払した。 

ⅱ）支店が本店の広告宣伝費55を現金で立替払した。 

⑥ 他店収益の代理受取取引 

ⅰ）本店が支店の手数料収入60を小切手で受取った。 

ⅱ）支店が本店の家賃収入65を現金で受取った。 

 

 

 

point up lesson 1 解答用紙はＰ.172 
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<解 答> 

 本 店 の 仕 訳 支 店 の 仕 訳 

 

① 

  

(借) 

 

買 掛 金

貸倒引当金

減価償却累計額

支 店

 

160 

10 

100 

380 

(貸)

 

現 金 預 金

売 掛 金

繰 越 商 品

備 品

建 物

 

110

120

130

140

150

(借)

 

現 金 預 金

売 掛 金

繰 越 商 品

備 品

建 物

110

120

130

140

150

 

(貸) 

 

買 掛 金 

貸倒引当金 

減価償却累計額 

本 店 

 

160 

10 

100

380 

ｉ） (借) 支 店 20 (貸) 現 金 預 金 20 (借) 現 金 預 金 20 (貸) 本 店 20 

② 

ⅱ） (借) 現 金 預 金 25 (貸) 支 店 25 (借) 本 店 25 (貸) 現 金 預 金 25 

○ａ (借) 支 店 30 (貸) 仕 入 30 (借) 仕 入 30 (貸) 本 店 30 

ｉ) 

○ｂ (借) 仕 入 35 (貸) 支 店 35 (借) 本 店 35 (貸) 仕 入 35 

○ａ (借) 支 店 33 (貸) 支 店 売 上 33 (借) 本 店 仕 入 33 (貸) 本 店 33 

③ 

ⅱ) 

○ｂ (借) 支 店 仕 入 36 (貸) 支 店 36 (借) 本 店 36 (貸) 本 店 売 上 36 

○ａ (借) 現 金 預 金 40 (貸) 支 店 40 (借) 本 店 40 (貸) 売 掛 金 40 

ｉ) 

○ｂ (借) 支 店 41 (貸) 売 掛 金 41 (借) 受 取 手 形 41 (貸) 本 店 41 

○ａ (借) 支 店 42 (貸) 現 金 預 金 42 (借) 買 掛 金 42 (貸) 本 店 42 

④ 

ⅱ) 

○ｂ (借) 買 掛 金 43 (貸) 支 店 43 (借) 本 店 43 (貸) 支 払 手 形 43 

ｉ) (借) 支 店 50 (貸) 現 金 預 金 50 (借) 旅費交通費 50 (貸) 本 店 50 

⑤ 

ⅱ) (借) 広告宣伝費 55 (貸) 支 店 55 (借) 本 店 55 (貸) 現 金 預 金 55 

ｉ) (借) 現 金 預 金 60 (貸) 支 店 60 (借) 本 店 60 (貸) 受取手数料 60 

⑥ 

ⅱ) (借) 支 店 65 (貸) 受 取 家 賃 65 (借) 現 金 預 金 65 (貸) 本 店 65 
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⑦ 他店得意先への商品の直送取引（本支店共，外部仕入原価の５割増で外部に販売している。） 

 ⅰ）③－ⅰ）と同じ処理方法 

  ○ａ 本店が支店の得意先へ商品72（外部仕入原価）を直送した。 

  ○ｂ 支店が本店の得意先へ商品74（外部仕入原価）を直送した。 

 ⅱ）③－ⅱ）と同じ処理方法 

  ○ａ 本店が支店の得意先へ商品70（外部仕入原価）を直送した。 

  ○ｂ 支店が本店の得意先へ商品70（外部仕入原価）を直送した。 

⑧ 他店仕入先への商品の直接返品取引 

 ⅰ）③－ⅰ）と同じ処理方法 

  ○ａ 本店が支店の仕入先へ商品82（振替価格）を直接返品した。 

  ○ｂ 支店が本店の仕入先へ商品84（振替価格）を直接返品した。 

 ⅱ）③－ⅱ）と同じ処理方法 

  ○ａ 本店が支店の仕入先へ商品96（振替価格）を直接返品した。 

  ○ｂ 支店が本店の仕入先へ商品88（振替価格）を直接返品した。 

⑨ 支店純利益90（内訳：Ａ支店 40，Ｂ支店 30，Ｃ支店 20）を本店へ振替えた。 

 ⅰ）本店の損益勘定へ直接振替える方法の場合 

 ⅱ）本店に支店損益勘定を設定し，そこへ一旦各支店の純損益を集計してから本店の損益勘定へ間接的

に振替える方法の場合 

 ⅲ）本店に損益勘定の他に総合損益勘定を設定し，そこへ振替える方法の場合 
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 本 店 の 仕 訳 支 店 の 仕 訳 

(借) 支 店 72 (貸) 仕 入 72 (借) 仕 入 72 (貸) 本 店 72 
○ａ 

－ (借) 売 掛 金 108 (貸) 売 上 108 

(借) 仕 入 74 (貸) 支 店 74 (借) 本 店 74 (貸) 仕 入 74 
ｉ) 

○ｂ 
(借) 売 掛 金 111 (貸) 売 上 111 － 

(借) 支 店 77 (貸) 支 店 売 上 77 (借) 本 店 仕 入 77 (貸) 本 店 77 
○ａ 

－ (借) 売 掛 金 105 (貸) 売 上 105 

(借) 支 店 仕 入 84 (貸) 支 店 84 (借) 本 店 84 (貸) 本 店 売 上 84 

⑦ 

ⅱ) 

○ｂ 
(借) 売 掛 金 105 (貸) 売 上 105 － 

○ａ (借) 支 店 82 (貸) 仕 入 82 (借) 買 掛 金 82 (貸) 本 店 82 
ｉ) 

○ｂ (借) 買 掛 金 84 (貸) 支 店 84 (借) 本 店 84 (貸) 仕 入 84 

(借) 支 店 96 (貸) 支 店 仕 入 96 (借) 本 店 売 上 96 (貸) 本 店 96 
○ａ 

－ (借) 買 掛 金 80 (貸) 仕 入 80 

(借) 支 店 売 上 88 (貸) 支 店 88 (借) 本 店 88 (貸) 本 店 仕 入 88 

⑧ 

ⅱ) 

○ｂ 
(借) 買 掛 金 80 (貸) 仕 入 80 － 

ｉ) 

(借) 

(借) 

(借) 

Ａ 支 店

Ｂ 支 店

Ｃ 支 店

40 

30 

20 

(貸)

(貸)

(貸)

損 益

損 益

損 益

40

30

20

(借)

(借)

(借)

損 益

損 益

損 益

40

30

20

(貸) 

(貸) 

(貸) 

本 店 

本 店 

本 店 

40 

30 

20 

(借) 

(借) 

(借) 

Ａ 支 店

Ｂ 支 店

Ｃ 支 店

40 

30 

20 

(貸)

(貸)

(貸)

支 店 損 益

支 店 損 益

支 店 損 益

40

30

20

(借)

(借)

(借)

損 益

損 益

損 益

40

30

20

(貸) 

(貸) 

(貸) 

本 店 

本 店 

本 店 

40 

30 

20 
ⅱ) 

(借) 支 店 損 益 90 (貸) 損 益 90 － 

⑨ 

ⅲ) 

(借) 

(借) 

(借) 

Ａ 支 店

Ｂ 支 店

Ｃ 支 店

40 

30 

20 

(貸)

(貸)

(貸)

総 合 損 益

総 合 損 益

総 合 損 益

40

30

20

(借)

(借)

(借)

損 益

損 益

損 益

40

30

20

(貸) 

(貸) 

(貸) 

本 店 

本 店 

本 店 

40 

30 

20 
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第３節 支店間取引 
１．記帳方法 

 複数の支店を有するとき，支店相互間取引を記帳する方法として支店分散計算制度と本店集中計算

制度の２つがある。 

 

 

 

 

 

２．支店分散計算制度 
 支店間取引を各支店において取引の相手方の支店名を付した支店勘定で記帳する方法である。 

① Ａ支店がＢ支店へ送金するケース 

 

３．本店集中計算制度 
 支店間取引を各々の支店が本店と取引したものとみなして記帳する方法である。したがって、各支

店において支店勘定は不要であり、本店勘定のみが設けられる。なお、この場合の本店の記帳制度と

して、複数報告制と単数報告制とがある。 

支 店 間 取 引

の 記 帳 方 法

支店分散計算制度

の 記 帳 方 法

本店集中計算制度

の 記 帳 方 法

 

Ｂ支店 ××／現金預金 ××

 
（Ａ支店側）

本 店 

Ｂ支店に 

対する債権額

（Ａ支店側の仕訳） 

仕 訳 な し 

 
（本 店 側）

Ａ支店

Ｂ支店

（本店側の仕訳） 

現金預金 ××／Ａ支店 ×× 

 
（Ｂ支店側） 

本 店 

Ａ支店 

（Ｂ支店側の仕訳） 

Ａ支店に 

対する債務額

《対 応》

現金預金 ××／Ｂ支店 ××

（Ａ支店側の仕訳） 

仕 訳 な し 

（本店側の仕訳） 

Ａ支店 ××／現金預金 ×× 

（Ｂ支店側の仕訳） 

② Ｂ支店がＡ支店へ送金するケース 

Ｂ支店 
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① Ａ支店がＢ支店へ送金するケース 

 

 

本  店 ××／現金預金 ××

 
（Ａ支店側）

本 店 

本店に 

対する債権額

（Ａ支店側の仕訳） 

Ｂ 支 店 ××／Ａ 支 店 ××

（本 店 側）

Ａ支店

Ｂ支店

（本店側の仕訳） 

現金預金 ××／本  店 ×× 

 
（Ｂ支店側） 

本 店 

（Ｂ支店側の仕訳） 

本店に 

対する債務額

Ａ支店に 

対する債務額

Ｂ支店に 

対する債権額
《対 応》

《対 応》

現金預金 ××／本 店 ××

（Ａ支店側の仕訳） 

Ａ支店 ××／Ｂ支店 ××

（本店側の仕訳） 

本 店 ××／現金預金 ×× 

（Ｂ支店側の仕訳） 

② Ｂ支店がＡ支店へ送金するケース 

   ③ 本店の記帳制度 

本　店

の

記　帳

複数報告制

単数報告制

両支店の報告によって

記帳を行う。

いずれか一方からの報

告によって記帳を行う｡

記帳の正確性

記帳の迅速性
 

 

４．両計算制度の長所・短所 

 支 店 分 散 計 算 制 度 本 店 集 中 計 算 制 度 

長 所 本店の記帳事務が簡素化できる。 
本店による支店相互間の取引を完全に把

握できる。 

短 所 
本店による支店相互間の取引の把握が困

難である。 
本店における記帳事務が煩雑になる。 

－研 究－ 各店間の商品移送取引 

 ・意 義… 商品移送取引とは，Ａ店がＢ店に対し，Ｂ店にある商品をＣ店に移送させる取引である。移

送取引に伴う超過仕入諸掛は，『（本）支店間振替損』として「販売費及び一般管理費」に記

載する。 
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〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

       振替損＝（200＋150）－300＝50円 

 ・会計処理 

Ａ      店 Ｂ      店 Ｃ      店 

Ａ店からＢ店への商品（振替価格1,000円）振替時  

(借)Ｂ  店 1,200 (貸)Ｂ店売上 1,000

            現金預金   200
(借)Ａ店仕入 1,200 (貸)Ａ  店 1,200 ― 

Ｂ店からＣ店への商品移送時   

(借)Ｂ店売上 1,000 (貸)Ｂ  店 1,200 (借)Ａ  店1,200 (貸)Ａ店仕入 1,200  

  Ｃ  店 1,300   Ｃ店売上 1,000  (借)Ａ店仕入 1,300 (貸)Ａ  店 1,300 

  Ｂ・Ｃ間振替損    50   Ｂ  店   150 (借)Ａ  店  150 (貸)現金預金   150  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ  店

Ｂ  店 Ｃ  店
Ｂ店からＣ店への移送諸掛 

150円 

Ａ店からＢ店への 

商品振替諸掛 

  200円 

Ａ店からＣ店への 

商品振替諸掛 

  300円 

 次の資料にもとづいて支店間取引の仕訳をしなさい（支店分散計算制度，本店集中計算制度のそれぞれ

によった場合の仕訳を示しなさい）。 

① 甲支店は乙支店に現金10を送付した。 

② 乙支店は甲支店に商品20（外部仕入原価）を振替えた。ただし，支店間の商品振替取引については外

部仕入原価に一定の利益（原価の１割）を加算した価格をもって振替価格とし，外部との商品売買取引

と明確に区別できる勘定を新たに設けて処理する方法によっている。 

③ 他店債権債務の決済取引 

 ⅰ）甲支店は乙支店の売掛金30を他人振出の手形で回収した。 

 ⅱ）甲支店は乙支店の買掛金35を現金で支払った。 

④ 乙支店は甲支店の修繕費40を小切手で立替払した。 

⑤ 乙支店は甲支店の貸付金利息収入50を現金で受取った。 

⑥ 甲支店は乙支店の得意先へ商品60（外部仕入原価）を直送した（両支店共，外部仕入原価の５割増で

外部に販売している）。ただし，②と同じ処理法によっている。 

⑦ 甲支店は乙支店の仕入先へ商品77（振替価格）を直接返品した。ただし，②と同じ処理法によってい

る。 

point up lesson 2 解答用紙はＰ.174 
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〈解 答〉 

 ・支店分散計算制度によった場合 

  甲 支 店 の 仕 訳 乙 支 店 の 仕 訳 

① (借) 乙 支 店 10 (貸) 現 金 預 金 10 (借) 現 金 預 金 10 (貸) 甲 支 店 10 

② (借) 乙支店仕入 22 (貸) 乙 支 店 22 (借) 甲 支 店 22 (貸) 甲支店売上 22 

ｉ) (借) 受 取 手 形 30 (貸) 乙 支 店 30 (借) 甲 支 店 30 (貸) 売 掛 金 30 
③ 

ⅱ) (借) 乙 支 店 35 (貸) 現 金 預 金 35 (借) 買 掛 金 35 (貸) 甲 支 店 35 

④ (借) 修 繕 費 40 (貸) 乙 支 店 40 (借) 甲 支 店 40 (貸) 現 金 預 金 40 

⑤ (借) 乙 支 店 50 (貸) 受 取 利 息 50 (借) 現 金 預 金 50 (貸) 甲 支 店 50 

(借) 乙 支 店 66 (貸) 乙支店売上 66 (借) 甲支店仕入 66 (貸) 甲 支 店 66 
⑥ 

― (借) 売 掛 金 90 (貸) 売 上 90 

(借) 乙 支 店 77 (貸) 乙支店仕入 77 (借) 甲支店売上 77 (貸) 甲 支 店 77 
⑦ 

― (借) 買 掛 金 70 (貸) 仕 入 70 

 

 〈各支店における支店勘定〉（ただし，前記以外に当期中の支店間取引はなかったものとする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 ・本店集中計算制度によった場合 

 甲 支 店 の 仕 訳 本 店 の 仕 訳 乙 支 店 の 仕 訳 

① (借)本  店 10 (貸)現金預金 10 (借)乙 支 店 10 (貸)甲 支 店 10 (借)現金預金 10 (貸)本  店 10 

－ (借)乙支店仕入     22 (貸)乙 支 店 22 (借)本  店 22 (貸)本店売上 22 
② 

(借)本店仕入 22 (貸)本  店 22 (借)甲 支 店 22 (貸)甲支店売上     22 － 

ｉ) (借)受取手形 30 (貸)本  店 30 (借)甲 支 店 30 (貸)乙 支 店 30 (借)本  店 30 (貸)売 掛 金 30 
③ 

ⅱ) (借)本  店 35 (貸)現金預金 35 (借)乙 支 店 35 (貸)甲 支 店 35 (借)買 掛 金 35 (貸)本  店 35 

④ (借)修 繕 費 40 (貸)本  店 40 (借)甲 支 店 40 (貸)乙 支 店 40 (借)本  店 40 (貸)現金預金 40 

⑤ (借)本  店 50 (貸)受取利息 50 (借)乙 支 店 50 (貸)甲 支 店 50 (借)現金預金 50 (貸)本  店 50 

－ (借)乙 支 店 66 (貸)乙支店売上     66 (借)本店仕入 66 (貸)本  店 66 
⑥ 

(借)本  店 66 (貸)本店売上 66 (借)甲支店仕入     66 (貸)甲 支 店 66 (借)売 掛 金 90 (貸)売  上 90 

－ (借)乙 支 店 77 (貸)乙支店仕入     77 (借)本店売上 77 (貸)本  店 77 
⑦ 

(借)本  店 77 (貸)本店仕入 77 (借)甲支店売上     77 (貸)甲 支 店 77 (借)買 掛 金 70 (貸)仕  入 70 

 

 ① 10

 ③－ⅱ) 35

 

 ⑤ 50

 ⑥ 66

 ⑦ 77

 ② 22

 

 ③－ｉ) 30

 ④  40

乙 支 店

期末残高 146

 ① 10 

 ③－ⅱ) 35 

 

 ⑤ 50 

 ⑥ 66 

 ⑦ 77 

 ② 22

 

 ③－ｉ) 30

 ④ 40

甲 支 店

期末残高 146
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 〈各本支店における本支店勘定〉（ただし，当期において本支店間では，前記の支店間取引しかなかったも

のとする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４節 未達取引 
１．意 義 

 未達取引とは，決算直前の本支店間（又は支店相互間）取引のうち，決算日までに相手方に現物や

通知が到達していないため未だ相手方で記帳の行われていない営業取引である。 

 

２．分 類 
① 送金未達取引 

② 商品未達取引 

③ 他店債権・債務の決済取引の通知未達取引 

④ 他店費用の立替払取引の通知未達取引 

⑤ 他店収益の代理受取引の通知未達取引 

⑥ 他店得意先への直送取引の通知未達取引 

⑦ 他店仕入先への直接返品取引の通知未達取引 

 

３．記帳方法 
○Ａ 決算日記帳法……… 未達取引を決算整理取引とみなして，決算日日付で各店の帳簿に記帳する

方法である。なお，この場合に未達であることを明確にするために『未達勘

定』を用いて記帳することもある。 

○Ｂ 実際到着日記帳法… 未達取引を実際の到着日（翌期）に各店の帳簿に記帳する方法である。な

お，この方法によると，未達取引は当期の帳簿に記帳されず，合併精算表等

 ① 10 

 ③－ⅱ) 35 

 

 ⑤ 50 

 ⑥ 66 

 ⑦ 77 

 ② 22

 

 ③－ｉ) 30

 ④ 40

本 店

期末残高 146 

 ① 10

 ③－ⅱ) 35

 

 ⑤ 50

 ⑥ 66

 ⑦ 77

 ② 22

 

 ③－ｉ) 30

 ④ 40

甲 支 店

期末残高 146

 ① 10

 ③－ⅱ) 35

 

 ⑤ 50

 ⑥ 66

 ⑦ 77

 ② 22

 

 ③－ｉ) 30

 ④ 40

乙 支 店

期末残高 146 

 ① 10 

 ③－ⅱ) 35 

 

 ⑤ 50 

 ⑥ 66 

 ⑦ 77 

 ② 22 

 

 ③－ｉ) 30 

 ④ 40 

本 店

期末残高 146

未達取引 

営業取引 

本支店間取引 
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の合併手続の段階で考慮される。 

〈理解図〉 

記 帳 時 期 記  帳  方  法 記帳上の留意点 

ⅰ） 各店で既達取

引として通常の

勘定を用いて記

帳する方法 

・実際到着日に記帳してはいけない。 

（∵）当期と翌期に２度仕訳を行うことにな

るから。 

当    期 

の 

決算整理手続 

○A 決算日記帳法

ⅱ） 各店で『未達

勘定』を用いて

記帳する方法 

『未達勘定』の

翌期の処理方法

翌期の開始手続

で(再振替仕訳)

を行って処理す

る方法

実際到着日に通

常の勘定へ振替

える方法

○イ

○ロ

 

翌    期 

の 

営 業 手 続 

○B 実際到着日記帳法 

・当期の本店及び支店の帳簿には全く記帳され

ない。（このことが合併手続において未達取

引の処理を必要とする。） 

 

４．具体的会計処理 
（下記の取引番号及びタイトル記号は，前記「２．分類」の番号及び〈理解図〉の記号と対応している。） 

① 本店は支店へ現金10を送付したが、決算日現在これが支店に未達であり、翌期に到着した。 

 決  算  日 翌  期  首 到  着  日 

ⅰ) 現  金10／本  店10 仕 訳 な し 仕 訳 な し 

○イ 未達現金10／本  店10 本  店10／未達現金10 現  金10／本  店10 ○A  

ⅱ) 
○ロ 未達現金10／本  店10 仕 訳 な し 現  金10／未達現金10 

○B  仕 訳 な し 仕 訳 な し 現  金10／本  店10 

 

（留意点） 

  『未達現金』は『現金』の付加的評価勘定であり，貸借対照表上，『現金』に含めて記載する。 
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〈理解図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈未達現金勘定の動き〉 

 ・○Ａ－ⅱ）－○イの場合           ・○Ａ－ⅱ）－○ロの場合 

 未 達 現 金   未 達 現 金  

決算整理仕訳  10 10 残高振替仕訳  決算整理仕訳  10 10 残高振替仕訳 

開 始 仕 訳       10 10 再振替仕訳        開 始 仕 訳       10 10 営 業 仕 訳       

         

 

 

 

② 本店は支店へ商品 20（振替価格）を振替えたが、決算日現在これが支店に未達であり、翌期に到

着した。 

 決  算  日 翌  期  首 到  着  日 

ⅰ) 
本店仕入20／本  店20 

繰越商品20／本店仕入20 
仕 訳 な し 仕 訳 な し 

○イ 未達商品20／本  店20 本  店20／未達商品20 本店仕入20／本  店20 
○A  

ⅱ) 
○ロ 未達商品20／本  店20 仕 訳 な し 本店仕入20／未達商品20 

○B  仕 訳 な し 仕 訳 な し 本店仕入20／本  店20 

 （留意点） 

   『未達商品』は『繰越商品』の付加的評価勘定であり，貸借対照表上，『（繰越）商品』に含め

て記載する。 

独立した事業部としての

決 算 整 理 仕 訳

前 

T/B 

の 

作 

成 

開

始

仕

訳

残

高

振

替

仕

訳

損 

益 

振 

替 

仕 

訳 

後

T/B

の

作

成

勘

定

へ

の

振

替

仕

訳 

支

店

純

損

益

の

本

店 

再 振 替 仕 訳 営 業 仕 訳 

本  店10／未達現金10 

現  金10／本  店10

未達現金10／本  店10

未達現金10／本  店10

現  金10／本  店10 

現  金10／未達現金10 

現  金10／本  店10 

○Ａ-ⅰ) 

○Ａ-ⅱ）-○イ 

○Ａ-ⅱ）-○ロ 

○Ｂ － 

－ 

－ 

－ － 

当   期      翌   期 

翌期首における再振替仕訳の結果，未達現金

勘定残高はゼロになる。 

翌期における営業仕訳の結果，未達現金勘定

残高はゼロになる。 
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③ 本店は支店の売掛金30を小切手で回収したが、決算日現在この通知が支店に未達であり、翌期に

到達した。 

 決  算  日 翌  期  首 到  着  日 

ⅰ) 本  店30／売 掛 金30 仕 訳 な し 仕 訳 な し 

○イ 本  店30／未達売掛金30 未達売掛金30／本  店30 本  店30／売 掛 金30 ○A  

ⅱ) 
○ロ 本  店30／未達売掛金30 仕 訳 な し 未達売掛金30／売 掛 金30 

○B  仕訳なし 仕 訳 な し 本  店30／売 掛 金30 

〈留意点〉 

  この場合，『未達売掛金』は『売掛金』の控除的評価勘定であり，貸借対照表上，『売掛金』から控

除して記載する。 

〈未達売掛金勘定の動き〉 

 ・○Ａ－ⅱ）－○イの場合           ・○Ａ－ⅱ）－○ロの場合 

 未 達 売 掛 金   未 達 売 掛 金  

残高振替仕訳  30 30 決算整理仕訳  残高振替仕訳  30 30 決算整理仕訳 

再振替仕訳       30 30 開 始 仕 訳        営 業 仕 訳       30 30 開 始 仕 訳       

         

 

 

 

④ 本店は支店の修繕費40を現金で支払ったが、決算日現在この通知が支店に未達であり、翌期に到

達した。 

 決  算  日 翌  期  首 到  着  日 

ⅰ) 修 繕 費40／本  店40 仕 訳 な し 仕 訳 な し 

○イ 未達修繕費40／本  店40 仕 訳 な し(注1) 仕 訳 な し(注2) ○A  

ⅱ) 
○ロ 未達修繕費40／本  店40 仕 訳 な し 仕 訳 な し(注2) 

○B  仕 訳 な し(注3) 仕 訳 な し 
修 繕 費40／本  店40 

未 払 金40／修 繕 費40 

（注１） 損益項目に関する未達勘定（この場合は『未達修繕費』）は、損益勘定に振替えられて翌期

に繰越されないため再振替仕訳は不要である。 

（注２） また、決算整理と翌期の実際到着日の２度にわたって記帳したのでは二重仕訳となるので、

実際到着日の記帳も不要である。 

（注３） 決算整理仕訳として （借）修繕費40（貸）未払金40  という仕訳は行われる。 

〈留意点〉 

  『未達修繕費』は『修繕費』の追加的費用勘定であり，損益計算書上，『修繕費』に含めて記載す

る。 

翌期首における再振替仕訳の結果，未達売掛

金勘定残高はゼロになる。 

翌期における営業仕訳の結果,未達売掛金勘

定残高はゼロになる。 




